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わたしの隣人に対して、一人のキリストになろう
行って、あなたも同じようにしなさい。
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イエスは言われた。

「なぜ怖がるのか。まだ信じないのか。」

マルコによる福音書　4章 40 節 ・ 新共同訳



シリーズ説教

　私たちはつい人間の立場やその期待すると

ころを聖書から聞きたいと思うのですが、そ

うなると神の御心がわからなくなってしまう

と言えるでしょう。ですから聖書に対して、

人間の思いによってではなく、神の思いを聞

き取るように努めることが欠かせないと繰り

返して訴えてきたのです。ところが私こそ人

間の思いをぬぐい捨てることができていなか

ったのだと思わされたのでした。どういうこ

とかと申し上げますと、平穏な時にも、たと

え嵐の中にあっても、主が共にいてくださ

る。この主にあって平和がもたらされる。こ

れが「関係の平和」であると考えてきたので

した。この時私は、状況の平和については、

人の思いに基づく平和とし、関係の平和につ

いては、神の思いに基づく平和と理解してき

たのでした。

　ところが先の退修会、開会礼拝にて、松本

会長が言われたのは「主は私たちと一緒に沈

んでもくださる」ということでした。これを

耳にしたとき、私はいわゆる状況の平和にし

ても関係の平和にしても、結局のところ主が

共におられるから、沈むことはないという、

人間の期待に応じた理解に過ぎないのではな

いかと気づかされたのでした。そうではな

く、神の思いは共に沈むことを厭われないと

いうことなのです。それは、人の目にあまり

にも無力であり、無意味である、無駄である

と映るでしょう。しかしそれこそ人の思いに

従っての判断に過ぎないのです。

　預言者イザヤを通して告げられる、神の思

いが人の思いを高く超えているということ

は、人の思いが沈まないようにすることであ

るのに対して、沈みゆくその人間と沈まれる

ほど、共におられる神となられたということ

なのです。それは私たち人間が罪に陥らない

ようにするのではなく、罪の陥った者のため

に、御子イエスを十字架に挙げられた御心に

共通しているのをみるのです。これが私たち

の思いを高く超えた神の思いなのであり、そ

れは決して無意味でも無力でもないことを、

私たちは知っているのです。

　日課にその終わりにあたって、イエスは言

われています。「なぜ怖がるのか。まだ信じな

いのか」と。そして弟子たちは非常に恐れ

て、「いったい、この方はどなたなのだろう。

風や湖さえも従うではないか」と互いに言っ

たのでした。ここに「怖がる」と「恐れる」

と同じような意味を持つ漢字が使い分けられ

ているのは、原文のギリシャ語でも異なる言

葉が用いられているためです。それによると

前者は、「恐れる」、「怖がる」といった恐怖を

意味し、説教題でいう第一の「恐れ」にあた

ります。後者は「畏怖」という、説教題でい

う第二の「畏れ」にあたります。人が前者で

言う、恐れに至るのは、人が人の思いに従っ

てすべてを判断してしまうからでしょう。一

方人が後者で言う、畏れに至るのは、人の思

いを高く超えた神の思いに従う時でしょう。

周囲の状況の変化に目を奪われ、恐れる私た

ちがいるのですが、その私たちがたとえ沈み

そうな時にも、いいえ沈みそうな時だからこ

そ、一緒に沈むほど私たちと共におられる方

がおられるのです。この方をただ畏れるよう

にと、今日私たちは招かれているのです。

　どこまでも一緒にいることを望まれる、主

の愛に畏れつつ、この神を希望と見上げつ

つ、神の平和の道をすべての人々と共に歩ん

でまいりましょう。

（聖霊降臨後第 5主日）

「恐れは畏れに」　　　　佐藤和宏牧師

　マルコによる福音書 4章 35‑41 節



　◯野さんは、幼少期の頃、自宅そばにあっ

た教会に通い始め、礼拝が始まる合図の鐘が

鳴り始めると、遅れないように走って通って

おられたと伺いました。

　神戸にお住いのころ、伝道師の学びをされ

て、遣わされた教会の人たちとの交流の様子

を懐かしく話されていました。

　油絵や人形づくりなどがお得意で、数々の

作品を拝見したとき、そのすばらしさに驚き

ました。「ひとつひとつの作品について、お話

を伺いたいな」と思いましたが、叶わぬこと

となってしまいました。（◯田和◯）

　昨年 12月に召天された、◯野◯江さんを

偲び、◯野さんが書き留めていた原稿を掲載

させていただきます。

　◯野◯子さん最後の原稿

　私が横浜の（藤が丘）教会に初めて礼拝に

出席した日、何年かの友人のようの親しく話

し掛けて下さった気さくな夫人がいた。その

方がH姉妹だった．それとなく横に腰を掛け

トツトツと！その雰囲気の中に自然と溶け込

んで行けるように…。帰りも同じ方向と知り

ほかの姉妹と一緒に帰宅。自然に配慮下さる

姉妹　一求道者の様に素直になれた。

　彼女には牧師夫人としての素質が備わり、

古だぬきの様な私は皮を剥がれた何かの様に

素直になれた。

　夏の日、橋本の駅の通路の横の丸テーブル

でお茶を飲み陽の沈む頃までよく話した。

2,3 の姉妹と楽しかった。夏の夕暮、月日は

いつの間にかいつの間にか追いやり過ぎてい

った。

　半年程の夏の間会わなかった彼女は何も言

わずに天に行ってしまった。その優しい後ろ

姿だけを残して!

　同じ月、12 月はじめ、私は郷里の友人と

TEL で春に会う約束をしたが、10日後、彼女

もこの世を去った。あっけなく！

　教会の親しい姉妹を亡くし郷里の友がいな

くなった。新年、私はポッカリ穴のあいた心

でうつろに過した．何をしてもうつろだっ

た。唯、もうすぐ私も行く。体もよろよろに

なり、イエスさま、その時はよろよろの足で

なくしっかり替えてください。

●召天　◯野◯子さんのこと／◯野さんの原稿　　

　宗教をもたない家庭に育ちましたが、小学

校から高校までカトリックの学校に通ったの

は、親によれば「すぐ近所だったから」だそ

うです。高校時代に、一番の親友が洗礼を受

けるというので「じゃあ私も」という感じで

信者になりました。大学時代が誘われて「カ

トリック研究会」に入ったりしましたが、そ

の後も「信仰生活」と言えるほど真剣にもな

らず、教会に行くのはクリスマスだけ」とい

う生活でした。藤が丘に引越ししましたら、

●出会いに感謝　　◯田◯和子　
歩いて行けるところに教会がある、と発見。

時々ミサに出席しておりましたが、脚が弱っ

てからは坂の登りがつらく、ご無沙汰してお

りました。『そういえば、すぐ近くにルーテル

教会があるなぁ、同じイエス・キリストなん

だから、一緒にお祈りさせて頂こうかしら』、

と思い立って、お邪魔してみましたら…驚き

ました。はじめての日から、皆さんがあたた

かくお声かけて下さるし、礼拝は静かな熱に

充ちて力強いし、終わりの祝福は「さあ、し

っかり一週間を生きて、来週またここに戻っ

（次ページに続く）



　　　午後の部　12時 25 分～15 時　

　　　講演会　渡邊さおり牧師

　　　　（日本バプテスト同盟牧師マイノリティ宣教

　　　　　センター主事）

　　　　「平和ってどんなこと？

　　　　　私の平和、あなたの平和」　

　　　多様性の中で平和を実現するため

　　　に今、私達に出来ることをともに考

　　　えてみませんか？

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　次回例会は 7月 21 日

　　

6 日　◯田由◯子姉　23日　◯野◯子

姉　25日　◯井◯子姉、今◯◯子姉　

　　　　　　　30日　◯坂◯美姉

今月、受洗記念日を迎えた方々

おめでとう

ございます。

●女性会だより

6 月 16 日　12 名出席

　司会、祈り　永◯姉　　讃美歌　402 番

1　聖書の学び　マタイによる福音書 6章

　　9節　主の祈りについて

　　「主の祈り」は私達にしみついて

　　いる。

　　　天にまします我らの父よ。

　　　天の父よ。

　　30年～40 年ごとに言葉も変わる。本

　　来の意味に耳を傾けることが大切であ

　　る。

　　

２　女性会例会

　　6月 7‑8 日第 26 回連盟総大会の報告

　　7月以降の女性会例会について

　　藤が丘教会女性会として今後どのよう

　　に進めていくかを会員で共有するため

　　にアンケートをだす。

　　お仕事会について　　8月は開催。

　　第 26期東教区女性会／第 1回会長会

　　＆信徒の集い

　　7月 13 日（土）　ルーテル学院大学内

　　　午前の部　10時～11 時 35 分　

　　　開会礼拝・奨励　小勝奈保子牧師

　　　　　　　　　　　（聖パウロ教会）

　

☜スマートフォン

で、こちらの QR コー

ドを読み込むと、教会

のさまざまな情報を、

確認出来ます。

●牧師室より

て来ましょう」と励まして下さるし、『なんだ

かここには本当の共同体が在る…』と実感で

きました。人生ではじめて、日曜日に教会に

行くことが待ち望ましくなりました。水曜日

の聖書研究会も毎回素晴らしい時間です。人

生の終わり近くになって、こんなにいいご縁

を頂けたことに深く感謝しつつ、残りの時間

を共に生きさせて頂きたく思っておりま

す。

（前ページより続き）

　暑中お見舞い申し上げます。お変わりあり

ませんか？　皆さんのご健康が守られますよ

うにお祈りいたします。（佐藤）


